
 

 

 

 

平成 30年（2018年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

雫石町観光商工課 
 

  

雫石町観光客入込調査報告書 

雫石町の観光マスコットキャラクター 

「しずくちゃん」。雫石あねっこをモチーフにした、

可愛らしいキャラクターです。 
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Ⅰ．調査概要 
 

１ 雫石町における観光統計調査の概要 

 

（１）調査の目的 

雫石町内の観光地における観光客の動向等を把握し、効果的な観光振興策を進める

ための基礎資料を得ることを目的とする。 

 

（２）各統計調査種目 

①基本統計 

ア.観光レクリエーション客入込調査 

観光レクリエーション客の次の項目について、毎月調査を実施。 

・県内・県外別入込数 

・日帰・宿泊別入込数 

・利用交通機関別入込数 

 

②その他の統計 

ア.外国人観光客入込調査 

外国人観光客の入込数について、国別（日帰・宿泊別）に毎月調査を実施。 
 
イ.教育旅行客入込調査 

学校、学習塾、スポーツ合宿など、教育や学習の一環として訪問した教育旅行客

の次の項目について、毎月調査を実施。（教育旅行に含まれるものは、修学旅行、

林間学校、スキー旅行、スポーツ合宿(大会)など。） 

・都道府県別 

・学校数（数） 

・人員 

・見学・体験等 

・宿泊の有無 
 
ウ.シーズン・スキー客入込調査 

冬季の観光振興を図るための基礎資料を得ることを目的に、スキーのシーズンに

合わせ、前年の 12 月からシーズンに該当する年の 4 月までを期間として、雫石町

内 3つのスキー場を対象に毎月実施。 

 

（３）調査方法 

毎月調査については、依頼文書及び調査様式を送付し、様式内に必要事項を記入の

うえ、メール、FAX等で担当まで報告。また、毎月の報告期限については依頼文書に

おいて照会している。 

 

 

 

 

 

1 



 

 

２ 調査・本書に関する注意事項 

 

（１）調査に関する事項 

本調査は、平成 21 年雫石町入込調査報告書まで岩手県の共通基準に基づいた調査

により、入込客数の集計を行ない報告書にしていた。それまでに岩手県が行なってい

た調査は、従来の全国共通基準に従った方法であったが、その共通基準が平成 22 年

に大幅な変更となった。 

これに伴い、岩手県では平成 22年 2月 12日に観光入込統計に関する共通基準説明

会を行ない、その中で平成 22 年調査より調査基準・施設などを大幅に変更すること

とした。主な変更点としては次のとおりである。 

 

①観光レクリエーション客入込統計の主な変更点（平成 22年 2月、岩手県） 

 

項 目 

平成 21年以前の調査基準 

［調査名：観光レクリエーション客入込

調査］ 

平成 22年以降の調査基準 

[調査名：観光地点等入込客数調査] 

調査地点 ・市町村が定める調査地点 

・月 1回以上の頻度で訪問する人数の割合が

半 

分未満と判断される地点 

・観光入込客数が適切に把握できる地点 

・前年の入込客数が年間入込客数 1万人以上

もしくは前年の特定月の入込客数 5千人以

上の地点 

調査箇所数 124観光地（754箇所以上） 約 350箇所 

報告回数 年 4回（四半期毎） 年 4回（四半期毎） 

公表回数 年 1回（県観光統計概要として公表） 年 4回（四半期毎） 

共通基準に

移行した場

合に想定さ

れる事項 

・調査箇所数が減少するため、算定する観光客数が減少する。 

・また、公表値は延人数ではなく実人員統計となる。 

・共通基準に完全移行した場合、他県等との地域間比較は可能となるが、本県の過去デ

ータとの比較分析ができなくなる。 

 

 

これは、全国共通基準に基づき岩手県で行なう調査である。しかし、市町村毎の調

査については県で行なう統計調査と統一する必要がない旨の説明があったことから、

雫石町で行なう入込客数調査については、以前まで行なっていた調査を一部変更し継

続することとした。変更事項については次のとおりである。 
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②観光レクリエーション客入込統計の主な変更点（雫石町） 

 

項 目 平成 21年以前の調査基準 平成 22年以降の調査基準 

観光資源 

・自然系観光資源（温泉以外・温泉） 

・人文系観光資源（行・祭事） 

・展示見学教育施設 

・野外活動施設（スキー以外・スキー） 

・左記標記の観光資源（4つの観光資源） 

・都市型観光資源 

・その他観光資源（道の駅等） 

※用語の定義を参照 

調査地点 ・観光資源に伴った観光施設 

・以前までの観光施設 

・新たな観光資源により追加した観光施設 
 

道の駅｢雫石あねっこ｣(売店・レストラン)、 

味力レストラン雫(雫石銀河ステーション

内)、農家レストラン｢らら｣、松ぼっくり 

調査箇所数 94箇所 97箇所 

公表回数 年 2回（速報版・確定版） 年 2回（速報版・確定版） 

観光資源の

追加理由 

・以前までの調査については、食・グルメ、その他都市型観光（買物等）、道の駅（入

浴施設以外）を含めておらず、雫石町内への正確な入込客数を把握できていなかった。

そこで、平成 22 年より都市型観光資源、その他観光資源（道の駅等）を追加して、

より正確な入込客数を把握することとした。 

・都市型観光資源、その他観光資源（道の駅等）は、現在、岩手県が行なっている観光

統計基準にあるもので、平成 22 年より新たに追加された観光資源である。この観光

資源が追加になったことから、当町の統計調査でも追加することとした。 

想定される

事項 

・観光資源の追加に伴い施設を増加したため、当町の過去データとの比較分析ができな

くなることが懸念される。 

 

 

（２）本書に関する事項 

雫石町観光客入込調査報告書については、平成 28 年より過去 5 年間のデータが整っ

たことから、本編において平成 22 年以降に行なった調査基準を用いたデータで比較分

析を行ない、参考資料で平成 21年以前の調査基準を用いた平成 27年までの推移を記載

する。 
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３ 用語の定義 

本書で使用する主な統計用語の定義は、次に説明しているとおりである。 

（出典先：平成 29年雫石町観光統計調査要領） 

 

（１）入込調査に関する用語 

 

①【観光レクリエーション客】 
居住地が観光地の地域内であるか否か、若しくは、外出距離の遠近にかかわらず、観光レク

リエーションの目的で、雫石町内の観光施設、行・祭事、イベントなどを訪問した者をいう。 

②【人回】 
観光レクリエーション客の入込数の単位であり、平成 30年 12 月末日において、雫石町内の

観光施設、行・祭事、イベントをゲートとしてカウントする延べ人員数をいう。 

③【外国人観光客】 
観光施設、行・祭事、イベントなどに、観光レクリエーションの目的で訪問した外国人客を

いう。 

④【県外教育旅行客】 
学校、学習塾、スポーツ少年団による合宿など、教育や学習、スポーツの一環として、観光

施設、行・祭事、イベントなどを訪問した県外に学校が所在する旅行客をいう。 

⑤【自然系観光資源】 
雫石町内の山岳、高原、湖沼、特殊地形、植物で、観光的に魅力のあるもの及び温泉をいう。 

⑥【人文系観光資源】 
雫石町内の神社、仏閣、庭園、町並み、旧街道、歴史的建造物、近代的建造物、史跡、名所

（文学碑、銅像、墓、生家など）、行・祭事、イベント、郷土芸能、伝統工芸術、地域風俗、

味覚などで、観光的に魅力のあるものいう。 

⑦【展示見学教育施設】 
雫石町内の歴史民俗資料館、美術館、産業観光施設などをいう。 

⑧【野外活動施設】 
雫石町内のハイキングコース、自然歩道、自然散策路、テニスコート、キャンプ場、ゴルフ

場、スキー場、観光農林業、観光牧場、レジャーランド、公園、プール等をいう。 

⑨【都市型観光資源】 
雫石町内の商業施設、地区・商店街、食・グルメ、その他都市型観光（買物・食等）等をい

う。 

⑩【その他観光資源】 
他に分類されない観光地点のことをいう。また、道の駅やパーキングエリア等はここに含め

る。ただし、単なる休憩機能のみの施設は除くこととする。 

⑪【定路線交通機関】 
鉄道、定期バスなど、定期的に運行している交通機関をいう。 

⑫【その他（交通機関）】 
定路線交通機関、貸切バス、自家用車以外の交通機関のことをいう。例としては、レンタカ

ー等がこれに含まれる。 
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（２）社会的要因に関する用語 

 

○主な用語 

 

①【いわて雪まつり】 

   平成 29 年に 50 回の節目を迎えた雫石のみならず岩手の冬の一大イベントだが、これまで

雪まつりを開催してきた小岩井農場が雪不足などの理由で撤退を表明。これにより平成 30

年の第 51回開催は、岩手高原スノーパークをメイン会場に網張温泉スキー場、雫石スキー場、

小岩井農場まきば園、盛岡市の盛岡手づくり村、滝沢市のたきざわ自然情報センターの全 6

会場にて、会期も 5日間に短縮して分散開催した。 

 

②【御所湖 inしずくいし桜まつり】 

   平成 27年 4月 23日（土）、24日（日）の二日間、桜の名勝地のひとつ雫石川園地において

初開催。郷土芸能のステージや仮設店舗よる飲食物の販売等を行い、観光、物産の振興、地

域の活性化の促進を図る新たなイベント。事前 CMやチラシの作成など町外からの誘客も目指

し、桜のライトアップを行い大人から子どもまで楽しめるスポットとして定着を目指す。平

成 30年は４月 28日（土）、29日（日）に 4回目を開催。 

 

③【小岩井ウィンターイルミネーション「銀河農場の夜」】 

小岩井農場を会場に平成 25 年から開催され、平成 30 年で 6 年目を迎えた東北最大級のイ

ルミネーションイベント。昨年より多い約 130 万個もの電球を使用し「銀河農場の夜」をテ

ーマに園内が彩られた。総延長 200ｍの光のトンネルや初登場の｢フォトフレームイルミ｣など、

イルミネーションを充実させ、平成 30年 11月 23日から平成 31年 1月 14日まで開催された。 

 

○補足用語 

 

①【1月 29～2月 17日の低温と大雪】  

   平成 30 年 1 月 29 日から 2 月 2 日にかけて、非常に強い寒気が流れ込んだことにより北日

本で気温の低い日が続き、本町では 2月 2日に-20.8℃と観測史上最低の気温を観測した。ま

た降雪量も多く、いわて雪まつり開催期間の 2月 14日から 18日にかけては合計降雪量が 73cm、

特に 14日には 1日の合計降雪量が 40cmに達するなどし、交通に影響が出た。 

 

   ②【花巻空港国際定期便運行】 

 平成 29年度まで定期チャーター便として運行されていた台湾便が、平成 30年 8月 1日に定

期便化され、週 2 便運航を行っている。定期便化により、ツアーのみならず FIT での岩手県

ならびに雫石町への外国人旅行者の増加への寄与が期待されている。 
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４ 入込調査ポイント（観光施設）一覧表 ※調査にご協力いただいていない施設も含まれています。 
小岩井地区 小岩井農場 鶯宿地区  鶯宿集会所 

  ヴィラ館々倶楽部  男助山登山 

  ペンション イーハトーブ花の郷    

  ペンション カンタービレ 国見・橋場地区 石塚旅館 

  Ｂ＆Ｂホテルアルカディア（休館中）   森山荘 

  いわて雪まつり   道の駅「雫石あねっこ」 

長山・網張地区 岩手高原スノーパーク  小柳沢砂防公園オートキャンプ場 

 休暇村岩手網張温泉 本館   国見山荘  
休暇村岩手網張温泉 温泉館 

 
国見キャンプ場 

 網張温泉スキー場   駒ケ岳登山 

  網張展望リフト 滝ノ上地区 滝観荘 

  網張ビジターセンター   滝峡荘（休館中） 

  あみはりロッヂ  みやま荘（休館中） 

  ペンション さんりんしゃ   滝ノ上キャンプ場（閉鎖中） 

  ペンション びっき   滝ノ上登山 

  ペンション HAIJI 玄武地区 玄武風柳亭 

  プチホテル クロくまくん（休館中）   ロッヂたちばな 

  ペンション ベルクレール  四季の里 

  ペンション ドア   温泉ペンション くまさんち 

  ペンション フィールドノート(廃業) 西根地区 雫石プリンスホテル 

  ペンション もみじ   雫石ゴルフ場 

  ペンション 山賊 
 

雫石スキー場 

  B＆B ロックイーグル  ペンション シャラ 

  民宿 なかがわ   ペンション パオ 

  民宿 杉清荘（休館中） 
 

ペンション ビアフィールド  
民宿 坂井荘   SoiL 

  民宿 長助   ロッジ しのむら（休館中） 

  コテージ クレソン   民宿 寿 

  農家レストランらら   民宿 大柳 

  松ぼっくり   民宿 そで 

  県営屋内温水プール   民宿 しらかば 

  ゆこたんの森   民宿 高見荘  
ありね山荘   民宿 雫石荘  
岩手山登山   民宿 大工 

鶯宿地区 長栄館 その他地区 上野旅館 

 ホテル加賀助  佐々木旅館 

  ホテル偕楽苑  しずく×CAN 

  寿広園  ホテル 花の湯 

  ホテル森の風鶯宿  御所湖広域公園(乗り物広場) 

  ニュー鶯山荘   御所湖広域公園(ファミリーランド) 

  ホテル鶯  御所湖広域公園(町場地区園地) 

  清光荘   御所湖川村美術館 

  川長山荘 
 

雫石銀河ｽﾃｰｼｮﾝ（売店・ﾚｽﾄﾗﾝ） 

  鶯泉館   歴史民俗資料館 

  かどや旅館   ケッパレランド 

  石塚旅館   ウォータージャンプ 

  鶯宿温泉の宿 赤い風車   雫石川（渓流釣り） 

  温泉民宿 あけぼの荘   元祖しずくいし軽トラック市 

  温泉民宿 とちない   雫石よしゃれ祭 

  温泉民宿 小枝   南部よしゃれ全国大会 

  温泉民宿 栄弥   しずくいし産業まつり 

  温泉民宿 けむやま   コテージ村まつり 

  温泉民宿 川久   岩手山ろくファミリーマラソン 

  八幡平カントリークラブ   御所湖 in しずくいし桜まつり  
フラワー＆ガーデン森の風 
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Ⅱ．本編 
 

１ 観光レクリエーション客の入込動向 

（１）概況 
平成 30年の観光レクリエーション客の入込数は、2,533,286人回（前年比 94.9％）となり、134,989人回の

減となった。第 1 四半期は、ここ数年来の大雪と観測史上最低の気温-20.7℃を記録するなど、スキー客の回

復にはつながったが他の施設では出控えにより入込は伸びなかった。第 2 四半期は GW 後半の天候不良が影響

し、入込数は前年比で 37,836 人回(5.2%)の減少。下半期は夏の天候不良、遅い降雪などで入込に影響があっ

たものの、紅葉シーズンに天候に恵まれたことで 11,901人回(0.9%)の増となった。 

日帰客数は、2,195,523人回（前年比 94.2％）となり、前年より 136,089人回の減となった。 

宿泊客数は、337,763人回（前年比 100.3％）となり、前年より 1,100人回の増となった。 

    

 
 

 
H26 H27 H28 H29 H30

日　帰 2,426,629 2,525,671 2,307,581 2,331,612 2,195,523
宿　泊 360,678 356,255 344,061 336,663 337,763

総入込数 2,787 ,307 2 ,881 ,926 2 ,651 ,642 2 ,668 ,275 2 ,533 ,286  
     

 

○全体の増減要因 

 

   ・第 51回いわて雪まつりへの来訪者減(開催期間の短縮、分散開催・天候不良など)。 

・夏の天候不良、冬の降雪により各施設で入込数減少。 

 

○日帰客の増減要因 

「増加要因」 

・十分な降雪による各スキー場利用者の増加。 

・昨シーズンの少雪の反動による各スキー場利用者の増加。 

「減少要因」 

・雪まつりの開催期間短縮およびメイン会場変更、期間中の大雪による来場者の減。 

 

  ○宿泊客の増減要因 

「増加要因」 

・インバウンドおよび県外客取り込みによる西根地区の増加。 

「減少要因」 

・1月、2月の降雪、低温による出控え。 
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（２）詳細 

①発地別 

 

 
 

県外客の入込数には外国人旅行者の人数も含まれているため、外国人を分けて比較を行った。 

その結果、発地別では県内客が 1,604,960人回（前年比 92.6％）で、前年より 127,610人回の減と減少が著しい。

県外客も 891,511 人回（前年比 98.9％）で、前年より 9,806 人回の減となった。一方外国人旅行者は前年より

2,427人回増の 36,815 人回(前年比 107.1%)と増加したものの、平成 28年-29 年と比較すると伸びは鈍化した。

平成 26年からの推移をみると県内客、県外客とも減少傾向にあるのは変わらず、平成 26年比で合計 276,980人

回減少している。なお、本年の県内客の減少は、いわて雪まつりへの来訪者減が大きく影響していると見られる。  
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②四半期別 

 
    

     
 

 

 
 

 

○1～3月入込数：573,655人回（前年比 84.0%）            （人回） 

 
これまで小岩井農場で開催されていた「いわて雪まつり」が、岩手高原スノーパークをメイン会場とする

6 会場での分散開催となり更に開催期間が 5 日間に短縮されたこと、また期間中の大雪で来場者が伸び悩ん

だ影響で、2月の来訪者数が 227,862人回(前年比 63.0%)と大幅に減少、雪まつりの来場者も前年より 82,000

人回の減(町内会場の来場者のみ)となった。一方でスキー客に関しては、シーズン初めから十分に雪があっ

たため、3スキー場合計で 26,000人回(前年比 117%)増と H29に続き回復がみられた。 

 

 

○4～6月入込数：688,469人回（前年比 94.8%）        （人回） 

 
桜の開花は鳥による食害の影響もあまり見られず、積雪の影響が懸念されたが 4月末に見頃を迎え満開の

桜まつりとなるなど、天候にも恵まれた 4月は 19,546人回増(前年比 110.0%)となった。しかし、GW後半以

降天候不良が続いた 5月は日帰客を中心に 60,466人回(前年比 81.5%)の減となった。 
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○7～9月入込数：722,844人回（前年比 99.8%）        （人回） 

 
7 月から滝ノ上の滝観荘が日帰り入浴で営業を再開したものの、7 月は天候不良で、雨による道路の通行

止めの発生(8/30～9/14、10/1～5)などにより、屋外レジャー施設や玄武(滝ノ上)などで入込減への影響が

大きかった。  

 

 

○10～12月入込数：548,318人回（前年比 102.5%）      （人回） 

 
10月、11月は比較的天候に恵まれ、紅葉の色づきは今一つだったものの、ほぼ前年と同レベルを維持す

ることができた。12月は降雪が遅く量も十分でなかったため一部スキー場のオープンがずれ込み、しばらく

全面滑走できない期間が続いたため、昨年ほどは伸びなかった。 
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  ２ 観光地別月別入込状況 

 
平成 28年以前の地区別外国人観光客数が不明のため、平成 29年との比較に留める。 

 

地区別では、いわて雪まつりの計上地区変更の影響もあり、小岩井地区で来訪者数が大幅に減少、通年で

199,411 人回減の 388,686 人回（前年比 66.1％）に留まった。発地別では県内客が 160,273 人回で、前年比

139,202 人回減の 53.5%となったが、これは雪まつり来場者分の減少が大きく影響しているものと見られる。

県外客は 219,018人回(前年比-56,392人回、79.5%)、海外客も 9,395人回(前年比-3,817人回、71.1%)と年間

で１万人回を下回った。しかしながら、雪まつり来場者分の減少を除いても約 5万人回来訪者数は減少してお

り、観光において重要な位置づけの地区であることから、早急に減少に歯止めをかける必要がある。 

長山地区は雪まつり来場者の加算もあり、

844,490 人回（前年比 113.2％）で前年より

98,152人回の増。海外客は特にスキーシーズン

のオーストラリアからの入込が伸び、1,218 人

回(前年比 159.8%)となった。 

鶯宿地区は 257,136人回（前年比 91.8％）と

なり、前年より 22,836人回と来訪者の減少が続

いている。日帰客は昨年並みだったものの宿泊

客は前年比 86.9%の 144,146 人回に減。発地別

では、海外客は増加に転じたものの、県外客は

79,132人回(前年比 86.8%)となった。 

国見地区も県内外ともに減少して 576,828 人

回(前年比 96.7%)。温泉客、登山者、キャンプ

場利用は微増だったが、温泉以外の道の駅利用

者の減少が影響した。 

滝ノ上地区は、日帰り入浴のみながら滝観荘

が 7 月以降営業再開したものの、雨により県道

が断続的に通行止めになるなどしたため来訪者

数は伸び悩み、ほぼ昨年並みの 5,938 人回（前

年比 99.0％）に留まった。 

玄武地区は前年より宿泊者数が回復し、

13,589 人回（前年比 101.4％）と前年と同程度

となった。県内外を比較すると、県外客は前年

より増加したものの県内客は前年比 95.6%に減

少した。 

西根地区は、スキー客が回復したほか外国人

旅行客もさらに増え来訪者数が増加。昨年度よ

り伸びは鈍化したが、188,390 人回（前年比

114.4％）と前年より 23,650人回の増となった。 

その他（御所湖付近）地区は、台風接近によ

り 10 月の開催が中止となったため軽トラ市の

来訪者が減となるなどで、261,529 人回（前年

比 94.7％）となり、前年より 14,776 人回の減

となった。 

 

外国人旅行者に関しては、宿泊での来訪は

5,503人回増の26,461人回(前年比126.3%)と堅

実な増加を見せているが、日帰での来訪は

3,076人回減の 10,354 人回(前年比 77.1%)と大

きく減少した。平成 30年 8月以降台湾からのチ

ャーター便が定期便化し FIT と見られる来訪も

若干見受けられるが、平成 30年は特に団体ツア

ーの宿泊利用に偏っている傾向があり、FIT で

の来訪者の増、町内での周遊化の対策が必要と

思われる(詳細は別項参照)。 

 

年度　　

　観光地別

県内 299,475 160,273 53.5%

県外 275,410 219,018 79.5%

海外 13,212 9,395 71.1%

計 588,097 388,686 66.1%

県内 511,644 563,126 110.1%

県外 230,632 276,846 120.0%

海外 762 1,218 159.8%

計 743,038 841,190 113.2%

県内 179,220 167,061 93.2%

県外 91,160 79,132 86.8%

海外 9,592 10,943 114.1%

計 279,972 257,136 91.8%

県内 417,775 405,555 97.1%

県外 178,950 171,273 95.7%

海外 4 0 0.0%

計 596,729 576,828 96.7%

県内 4,198 4,294 102.3%

県外 1,798 1,644 91.4%

海外 0 0 -

計 5,996 5,938 99.0%

県内 9,511 9,097 95.6%

県外 3,870 4,453 115.1%

海外 17 39 229.4%

計 13,398 13,589 101.4%

県内 78,967 79,743 101.0%

県外 74,972 93,721 125.0%

海外 10,801 14,926 138.2%

計 164,740 188,390 114.4%

県内 231,780 215,811 93.1%

県外 44,525 45,424 102.0%

海外 0 294 -

計 276,305 261,529 94.7%

県内 1,732,570 1,604,960 92.6%

県外 901,317 891,511 98.9%

海外 34,388 36,815 107.1%

計 2,668,275 2,533,286 94.9%

前年比H30H29

小岩井地区

長山地区

鴬宿地区

滝ノ上地区

国見・橋場地区

合計

その他地区

西根地区

玄武地区
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※国見地区(宿泊)及び滝ノ上地区は 12月～4月まで冬季道路閉鎖により入込み無し 
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３ 観光地年別入込推移 
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多くの地区で平成 26年以降、来訪者数の減少が続いている。 特に減少が著しいのは小岩井地区、鶯宿地区で、

小岩井地区は平成 30 年は雪まつりへの来訪者数が含まれない影響もあるが、平成 26 年と比較して約 54 万人の

減少となっており、年間 40万人を下回る厳しい状況となっている。 

また鶯宿地区は、日帰客数こそ平成 27 年以降減少は緩やかになってはいるものの、宿泊者数は平成 28 年以降

大きく減少しており、約 4万人の減少。これらの地区は雫石町の観光を支える重要な地区であり、早急な改善が

必要である。 

 

一方で西根地区は、外国人観光客の伸びもあり平成 28年以降大きく回復しているものの、町全体の来訪者数減

少を食い止めるほどには至っていない。 
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４ 観光資源別入込状況 

 
観光資源別では、スキー、都市型観光資源が増加に転じた一方、その他の観光資源では引き続き減少となっ

た。 

 

○自然系観光資源（温泉以外） 

長山地区では増加したものの、小岩井地区、西根地区、その他地区では減少。前年対比で長山地区が 270人

回（8.7％）の増、小岩井地区が 173人回（17.8％）、西根地区が 520人回（8.6％）、その他地区が 64人回（82.1％）

のそれぞれ減となった。 

 

○自然系観光資源（温泉） 

鶯宿地区、国見地区、その他地区、および温泉の無い小岩井地区を除く残りの地区で増加した。対前年比で

長山地区が 1,495 人回(0.6％)、玄武地区が 191 人回(1.4％)、西根地区が 19,601 人回（23.1％）の増、一方

鶯宿地区は 23,796人回（10.0％）、国見地区が 9,234人回(6.8％)、その他地区が 191人回（9.3％）の減とな

った。 また、昨年施設休業のため入込がなかった滝ノ上地区については、日帰り入浴のみながら 7月より施

設の営業が再開したものの、県道の断続的な通行止めや営業再開の認知不足により 680人回に留まった。西根

地区は昨年に引き続き堅調な伸びを見せたものの、鶯宿地区では減少が続く結果となった。 

 

○行祭事 

いわて雪まつりの開催期間が 5日間に短縮されたこと、岩手高原スノーパークをメイン会場とした 6会場で

の分散開催となったこと、期間中の大雪など悪天候により来訪者数は大幅に減少、69,180 人回(雫石町内会場

分のみ)と対前年比で 81,820 人回(54.2%)の減少となった。また軽トラ市は比較的天候に恵まれたものの、10

月の開催が台風接近に伴い中止となる影響もあり、3,500 人回(12.1%)減の 25,500 人回となるなどしたため、

行祭事全体として前年より 78,699 人回（36.2％）の減となった。その他の行祭事では、南部よしゃれ全国大

会は 50人回(44.8%)増の 600人回だったものの雫石よしゃれ祭は前年と変わらず、また好天に恵まれたしずく

いし産業まつりは 6,500人回（44.8％）増の 21,000人回と大きく増加した。御所湖 inしずくいし桜まつりは

開催と満開が重なり、天気も良かったことから 13,000人回と 1,000人回増加し前年比 108.3%となった。 

 

○展示見学教育施設 

長山地区、その他地区いずれも減少。対前年比で長山地区は 1,554人回（7.0％）、その他地区は 1,197人回

（6.9％）の減少となった。 

 

○野外活動施設（スキー以外） 

長山地区、鶯宿地区、国見地区では増となったが、小岩井地区、滝ノ上地区、西根地区、その他地区で減少

した。 

対前年比で長山地区は 3,400 人回（6.1％）、鶯宿地区は 960 人回（2.3％）、国見地区は 861 人回（7.5％）の

増、一方小岩井地区は 48,238人回（11.1％）、滝ノ上地区は 738人回（12.3％）、西根地区は 819人回（3.8％）、

その他地区は 3,589 人回（2.8％）の減となった。小岩井地区は 5 月の天候不良による落ち込みが、その他地

区は増水など河川状況不良によるとみられる来釣者の減少が影響しているとみられる。 

 

○野外活動施設（スキー） 

このシーズンは当初から例年以上の積雪があり来訪者数の伸びが期待されたが、2 月に 1 日の降雪量最大

40cmを記録する大雪と低温のため伸び悩み、長山地区は前年より 778人回減の 99.4%。西根地区は 5,388人回

増で 110.3%、全体では前年比 4,610人回（2.6％）の増に留まった。 

 

○都市型観光資源 

その他地区では減少したものの長山地区で増加。全体としては、13,283人回（3.8％）の増となった。 

 

○その他観光資源 

11,529人回（2.6％）の減となった。 
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観光資源別入込数（人回)   

 
※野外活動施設(スキー以外)には、屋内温水プール、登山などを含む。 

 
 

                                          

                                               
 

主な行祭事の入込数と対前年比 ※以下は行祭事の一部です          (人回) 

 
 

 

 

５ 利用交通機関の状況 

 
雫石町における観光レクリエーション客の主な利用交通機関は、自家用車が 2,002,849人回(構成比:79.1%)と

約 8 割を占め、次いで貸切バスが全体の 12.4%で 314,542人回となった。来訪者数の減少を受けていずれの交通

機関の利用者も減少しているが、自家用車およびレンタカーを含むその他の割合が増加しており、さらに自動車

への比重が高まっている。 

 

利用交通機関の状況と前年比                        （人回） 
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６ 県外教育旅行客の入込状況 

 
県外からの教育旅行客は、学校数が延べ 126校、生徒数が 14,379人回となり、前年と比較すると学校数は 1

校減少したが、生徒数は 2,336人回（19.4％）増加した。 

旅行客数の内訳は、高校生が最も多くなり延べ 8,683人回と全体の 60.4％を占めた。地方別にみると、関東

地方からが前年から 4,360 人回増加し延べ 8,997 人回(62.6%)で最多、次いで県内を除く東北各県が 3,280 人

回(22.8%)となった。また前年は近畿地方から 2,240人回の来訪があったが、本年は 4校 260人回に留まった。

北海道からの旅行客は横ばい。 

一方学校数の内訳をみると、中学校が前年より 2校増えて延べ 86校(68.3%)と最も多くなった。小学校は 12

校（前年より 2校減）、高校が 27校（同 5校増）、その他が 1校（同 3校減）。 地方別にみると、東北地方が

73校（そのうち宮城県が 57校）、次いで関東地方が 37校（そのうち東京都が 29校）となっている。 

前年に比べ学校数は減少しているものの、旅行者数は増加傾向にある。少子化や学校統廃合による学校数、

児童・生徒数の減少のため大きく伸ばすことは難しいかもしれないが、現在日帰りが多くを占める修学旅行客

に町内宿泊を組み込むなど、滞在日数を延ばすなどの取り組みが必要と考えられる。 
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７ 外国人観光客の入込状況 

 
外国人観光客の入込数は、前年に比べて 2,427 人回増加し、36,815 人回(前年比 107.1％)となり、5 年連

続で前年を上回ったが、前年程の大幅な伸びには至らなかった。 

国籍別にみると、台湾が 27,547 人回と雫石町を訪問する外国人観光客の 74.8％を占めており、引き続き

トップとなっているが、来訪者数の伸びは前年の 868人回(103.3％)の増に留まり、伸びが鈍化した。宿泊者

数は 4,754人回と伸びているが、日帰り客数が 3,886人回減少。主な訪問先である小岩井農場への来訪者数

減が影響したと見られる。 

また、花巻⇔台湾間の定期チャーター便が 8 月に定期便化されたが、8 月以降の来訪者数が前年と比較し

てむしろ減少している。岩手県全体の台湾からの来訪者は同期間で約 7,000人回増加しており、定期便化に

よる来訪者を十分取り込めていないと考えられる。また、町が八幡平市等と共同で積極的に誘致を進めてい

るタイについては、前年に比べて 358人回減の 66.7％となった。八幡平市は横ばい。岩手県全体では約 1,000

人回増となっており、盛岡市で入込が増えた。他のアジア圏では、香港が 3,087人回に、またまだ数は少な

いながら中国も 678人回と前年からほぼ倍増した。 

一方欧米圏については、ヨーロッパからの入込数は全体で 285人回増の 622人回（184.6％）と堅調に伸び

ている。 

オーストラリアも 956 人回と前年比 166.6%に増加。入込は長山地区、西根地区の冬季に集中しており、ス

キー目的と見られる。 

 

四半期ごとにみると、1～6月の年前半は前年に比べて計 5,937人回の増となったが、後半は 3,510人回の

減となった。1～3月が 12,202人回(165.5%)と伸びた半面、10～12月は 3,527人回減の 12,580人回(78.1%)

に留まった。 

本町への外国人観光客の入込は、1～3 月と 10～12 月の秋冬に全体の約 7 割が来訪しており、春夏と大き

な開きがでている。 

岩手県全体で見ると、秋冬に来訪者が多く春夏に少ないという傾向は同じだが、本町ほど偏りは大きくな

い。岩手県を訪れた外国人観光客の発地別入込割合は多い順に、台湾が 60.5％（208,364人回、前年比 46,640

人回増・128.8％）、中国が 8.5％（29,133 人回、前年比 13,164 人回増・182.4％）、韓国が 4.6％（15､979

人回、前年比 5,419人回増・151.3％）で、前年と大きな変化はない。一方タイは 2.9％（10,149人回、前年

比 961人回増・110.4％）で来訪者数は増えているが、構成比では少なくなっている。雫石町の発地別入込割

合は多い順に台湾が 74.8％、香港が 8.4％、オーストラリアが 2.6％、韓国が 2.4％であり、構成比を県と比

較すると、台湾、香港、オーストラリアからより多くの旅行客が雫石町を訪れている。 

外国人観光客数は前年急激な伸びを見せ増加傾向は続いているが、伸びは小さくなった。平成 30年 8月以

降台湾チャーター便が定期便化されたが、8 月以降台湾からの入込は前年より減少しており、チャーター便

のメインであった団体客に依存していたのではないかと思われる。外国人旅行客向けに地域通貨の導入など

利便性改善の動きはあるが、今後この活動の周知、利用拡大を図り、ＦＩＴと呼ばれる個人旅行客を含めた

多様な旅行形態に対応していく必要がある。 

また、平成 31年 1月から花巻上海の定期便も運行されることから、徐々に増えつつある中国人旅行者受入

に向けた体制の整備も必要である。 
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外国人観光客の入込状況（人回） 
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８ ２０１７～２０１８シーズン・スキー客入込状況 

(単位：人回) 
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９ 雫石町観光レクリエーション客入込数の推移 

Ｈ23～Ｈ30 
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（参考）旧基準（Ｓ57～Ｈ27まで） 
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